
サンエー、基幹システムの移行に生成 AI を活用。Amazon 
Bedrock によるソースコード解析で開発効率を 20% 向上。

株式会社サンエー

ビジネスの課題：レガシーシステムが属人化
して移行計画が停滞

沖縄県を代表する小売事業者として、スー
パーマーケットやショッピングセンターな
どを多店舗展開する株式会社サンエー。独
自の県内物流ネットワークを活かしたフラ
ンチャイズ事業にも取り組み、レストラン
やドラッグストア、大型ファッション施設
なども運営しています。
「当社では、1980 年代ごろから競合優位性
をシステムへ反映するため、IBM AS/400
（現 IBM i）を活用した基幹システムを内製
してきました。いまでは情報システム部門
の若手エンジニアは、ほぼ全員が小売の現
場から異動してきたメンバーです。そのた
め現場との意思疎通が図りやすく、競争力
をシステムに反映しやすいことが強みで
す」と語るのは、情報システム部長の下門健
太氏です。
しかし、IBM i/AS400 の運用や開発には
高度な専門性が必要になりますが、専門ス
キルを有するエンジニアの高齢化と若手へ
の技術継承という課題に直面しました。ま
た、急成長するモバイル市場への対応にも
苦心していました。
そこで 2013 年頃から DX の一環として 
Web アプリケーションへの移行を開始。
2014 年には一部システムで AWS を導
入し、2016 年からはレガシーシステムか
らのクラウド移行を本格化させています。
さらに、2021 年には内製化支援推進プロ
グラム「Angel Dojo」に参加し、社内の開
発体制を強化しました。
とはいえ、移行の課題は残されていました。
長年自社の中核を支えてきた基幹系システ

ムには、ビジネスに不可欠となる多様なア
プリケーションが実装されています。一方
で、レガシーシステムから Web アプリケー
ションへの移行には開発言語の違いによる
大規模な再構築が必要となり、プロジェク
トの長期化は避けられない状況でした。
「そもそも IBM i/AS400 を理解している
エンジニアが乏しく、属人化が進んでしまっ
ていることが要因の 1 つです。既存システ
ムのソースを読み解いて Web アプリケー
ションを再構築していくため、旧システム
の知識がないと作業が停滞しがちになって
しまうのです」と、情報システム部 課長の
丸山海理氏は振り返ります。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ソリューション：Amazon Bedrock と GenU 
を活用し内製による開発を強化

移行のボトルネックの課題に直面していた
サンエーは、2023 年頃、突破口を見出しま
す。それは国内でも急速に注目度が高まっ
ていた生成 AI 技術の活用です。
しかし、いくつかの懸念もありました。まず
情報漏えいのリスクです。基幹系システム
のソースコードはサンエーの知恵の結晶で
あり、同社の競争力の源泉でもあります。そ
れらの情報は社内に限定し、AI の再学習に
利用されないことが必須の条件でした。ま
た、コストも懸念の 1 つでした。ID 課金型
では、スタッフの利用状況によって無駄が
生じるからです。
「Amazon Bedrock なら従量課金制のため、
低コストで済むとわかりました。ハルシネー
ションも懸念点でしたが、プロンプトエンジ
ニアリングと呼ばれる生成 AI への指示を工
夫することで抑制できることもわかりまし

概要：沖縄県を代表する小売企業として、スーパーマーケットやショッピングセンター
を展開する株式会社サンエー。同社は 1980 年代から内製してきた基幹システムの
クラウド化を進めてきましたが、旧システムでの独自言語使用により、移行に時間を要
していました。そこで生成 AI 技術に着目し、開発現場で Amazon Bedrock を活
用。エンジニアの開発効率が大きく向上し、全社的な生成 AI 活用を推進しています。

た。また、AWS のコンソールからのアクセ
スのみでは社内の利用ユーザー拡大におい
て障壁を感じていましたが、『Generative 
AI Use Cases JP（GenU）』がその問題を
解消してくれました。AWS との定例ミー
ティングでよいツールがあると聞き、会話
しながら GenU を試していたら、その場で
デプロイできてしまったのです。簡単に使
いこなせることを実感し、すぐに導入を決
めました」（丸山氏）
丸山氏は定例ミーティングの後、その日の
うちに情報システム部全員が直感的に生成 
AI を利用できる環境を整備。旧システムの
ソース解析やコードのデバッグなど、基幹
システムの移行作業の一部に Amazon 
Bedrock を活用し始めました。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

導入効果：移行作業が大幅加速、生成 AI 活
用を全社で推進

システム再構築で重要なのは、旧システム
のソースコードを理解し、そのプロセスを
新しい Web アプリケーションへ実装する
ことです。しかし、すべてのエンジニアが旧
システムに精通しているわけではありませ
ん。そこで、Amazon Bedrock を利用し、
旧システムのソースコードを読み込ませる
だけで概要をすぐに理解することができる
ようフローを構築しました。
丸山氏によれば、100％ の正解を得られる
わけではないものの、一般的なプログラミ
ングの内容はおおよそ回答してくれると言
います。直接的な回答が得られなかったと
しても、Amazon Bedrock が何をチェッ
クすればよいか、どこが問題なのかなどの
情報を伝えてくれるため、中核となる部分
だけベテランエンジニアに聞けば済みま
す。両者のやり取りがスムーズになり、コ
ミュニケーションコストが大幅に軽減され
ました。
「従来は数名の AS/400 エンジニアにしか
理解できなかったコードが、生成 AI の支
援により、AS/400 に関する知識のないエ
ンジニアにも解析可能になりました。ベテ
ランへの問い合わせ回数が減り、移行のス
ピードが格段に向上しています。Amazon 

Bedrock と GenU は、内製開発を強力に
サポートするソリューションだと感じてい
ます。今や開発チームの全員が、常に AI 
チャットを開いた状態で作業を進めていま
す」（丸山氏）
この取り組みにより、エンジニア 1 人あた
りの年間デプロイ数がかつては 60 件台
だったものが、2024 年は約 20％ 増の 75 
件まで向上する見込みとなっています。
システム開発における生成 AI の活用に大
きな効果を感じた丸山氏は、生成 AI の全
社活用が望ましいと考えました。サンエー
では、情報システム部員が現場からヒアリ
ングした情報をもとに、経営層に改善策を
提案するシステム改善会議が定期的に行わ
れています。そこで丸山氏が提言したとこ
ろ、経営陣の後押しを受けて「生成 AI 分科
会」が発足。本格的な生成 AI／Amazon 
Bedrock 活用が始まっています。
現在、分科会には情報システム部のほか事
業部門からも参加者を募り、計 25 人のメ
ンバーが毎月生成 AI の活用法や最新事例
の共有、ツールのレクチャー、ディスカッ
ションなどを行っています。実際、議事録や
社内報の作成、アンケート分析、工場での作
業効率化などがユースケースとして報告さ
れ、個人業務改善ツールとしての有用性が
確認されています。また、分科会では社内 
FAQ やデータ分析のため RAG の活用を
推進しており、将来的には Advanced RAG 
システムの構築も検討されています。さら
に、情報システム部でもいっそうの開発効
率化に向け、Amazon Q の活用が計画さ
れています。
「内製を突き詰めすぎると、“外がわからな
くなる”という弊害がありますが、AWS は 
AWS Summit、ユーザー会、トレーニング
など、さまざまな領域を学べる機会が多く、
非常に助けられています。また、AWS のエ
ンジニアと課題や疑問をディスカッション
できるオフィスアワーでは、コスト削減や
最適化の方法なども積極的にアドバイスし
てくれ、単なるサービス提供者ではない“顧
客起点”の理念を強く感じます。今後も当社
のビジネスに寄り添ったサポートを期待し
ています」（下門氏）

導入効果
● 120 ％：生成 AI 活用による社員 1 人
あたりの年間デプロイ数

● 旧システムの独自言語を容易に解釈し、
属人化を解消

● 各部門における業務効率化の加速
● 生成 AI 分科会を発足

ご利用中の主なサービス
● Amazon Bedrock
● Amazon Elastic Compute Cloud
（Amazon EC2）
● Amazon WorkSpaces

企業名：株式会社サンエー
業種：小売業
国名：日本
従業員数：1,706 人（2024 年 2 月末
現在）
ウェブサイト：
https://www.san-a.co.jp/
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「Amazon Bedrock を活用することでエンジニアの生産性が劇的に向上
し、内製で構築してきた当社特有の環境のクラウドへの移行を加速できま
した」

下門 健太 氏
株式会社サンエー　情報システム部長
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株式会社サンエー
情報システム部長

下門 健太 氏

株式会社サンエー
情報システム部 課長

丸山 海理 氏

企業概要
株式会社サンエー
創業者・折田喜作氏が 1950 年に沖縄
県宮古島市で創業した個人雑貨店が前
身。同氏は 1970 年にチェーンストア経
営を目的として同那覇市にサンエーを設
立、総合衣料セルフサービス店「那覇店」
を開店した。県内にスーパーマーケットや
ショッピングセンターなどの幅広い事業
を展開しながら、自社の県内流通網を強
みとしてさまざまな有力ブランドとフラン
チャイズ契約を締結し、小売業として県内
トップの売上高を誇る。


